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中性子を用いた燃料デブリの性状把握に係る調査について
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中性子を用いた燃料デブリ性状把握に係る調査

２号機における燃料デブリの試験的取出及び詳細な分析が始まっており、一部
の燃料デブリ組成が明らかになりつつある。その成果のうち、特に注目している
のは、「燃料デブリ検知のための指標核種として着目されるEu-154（ガンマ線）と
Cm-244（中性子線）について、Uとの帯同性を確認」*していることがある。
Cm-244（半減期：18年）は自発核分裂中性子源核種であり、その中性子を計測
することは、事故調査や廃炉の観点で重要な情報となる。

そこで、オンサイトで計測される中性子の情報が、中性子源となる核種の情報を
推定できるか必要な実験や解析を通じて可能性調査を開始したい。これにより、
事故進展の理解に資するとともに、中性子を用いた燃料デブリ性状の大まかな
把握に向けた可能性を検討していきたい。
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